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龍岡城五稜郭 



環境理念 

 

当社は、地球環境問題の改善に取り組むことが人類共通の重要課題であること

を認識し、積極的かつ能動的な姿勢を保つ事を目指し、建設業を通じて合法的

に、自然と共に地球環境の保全と地域社会への貢献を目的として活動します。  

 

                 株式会社丸山工務店 
                    代表取締役丸山悦二郎 
                                          
                                                    平成２３年１０月１１日改定  

  

組織概要 
 

    

事 業 所 名 株式会社丸山工務店（カブシキガイシャ　マルヤマコウムテン)

代 表 者 名 丸山悦二郎（マルヤマエツジロウ）

環境管理責任者 神野仁（ジンノヒトシ）

所 在 地 〒384-0412 長野県佐久市田口2421（ナガノケンサクシタグチ）

創 業 昭和３２年５月

設 立 昭和５５年８月

資 本 金 ２，０００万円

TEL 0267-82-2253

FAX 0267-82-7258

メ ー ル ア ド レ ス maru2253@sakunet.ne.jp

ホ ー ム ペ ー ジ https://www.maruyamakoumuten.biz/

事 業 内 容 長野県知事登録（特-２９）第１１１２３号

　土木.とび土工.石.鋼構造物.舗装.しゅんせつ.塗装.水道.解体

長野県知事登録（般-２９）第１１１２３号

　建築.造園

事 業 規 模 令和 ２ 年度売上高　３６５百万円

令和 ３ 年度売上高　７６１百万円

令和 ４ 年度売上高　４９６百万円

職 員 数 １３名

本 社 床 面 積 224.5㎡
 

 

 

 

 

  環境経営方針 

       
                 

                 
                 

                 
               
 

 

 

１. 環境負荷低減のため「省エネ！減らそう CO2!!」･『しっかり分別！リサイク

ル!!』･「水資源を大切に!!」の 3 つの重点項目を設け、全社員が環境方針を理解

し、環境目標の達成、継続的改善に努めます。 

２. 環境に対する法規・条例等を遵守します。 

３. グリーン購入・環境配慮の製品提供を心掛けます。 

４. 『自然と共に、地域と共に』の精神で環境保全に努めます。 

 
 

 



 

 

 

環境経営目標  
 

 

 

 

環境目標とその実績 
 

水資源保護

総排水量削減(㎥)

使用量前年以下

事務所 現場 事務所 現場 事務所

基準値 13,723 174,580 4 1,346 65

実　 績 14,214 217,563 9 7,503 56

達成率％ 96 80 43 17 116

月平均金額 実　 績 78,423 1,083,108 - - 2,229

14,071 215,387 8 7,427 56

13,930 213,233 7 7,352 56

13,790 211,100 6 7,278 56

CO²排出量

前年比1％削減

廃棄処分産業廃棄物

前年比１％削減

部　　　　　　　署

CO²排出量削減（㎏-CO²)

項　　　　　　　目

詳細項目（単位）

リサイクル推進省エネルギー

廃棄物排出量削減(㎏)

2023年度目標

2024年度目標

2054年度目標

数量

２０２2年度基準

         
（中部電力 2019 年係数 0.462 ㎏‐CO²/ｋＷｈ使用） 

 

 

 

 

   主な環境経営活動計画  
環境目標 環境活動事項 実施項目・手段

・節電・休憩時間消灯・夜間照明の削減

・ソーラー式電気製品の使用(現場・外灯）

（前年比1％削減） ・暖房２０℃以下、冷房28℃以上の温度設定

・エコドライブの励行

（CO²排出量削減） ・ウォームビズ、クールビズの奨励

（ガソリン・軽油・灯油） ・排出ｶﾞｽ対策型建設機械等の使用

・裏紙活用、両面印刷、両面コピーの活用

・印刷前プレビューチェックの必須

・ゴミ分別の徹底、リサイクル化の推進

・グリーン購入法の推進

（前年比1％削減） ・リデュース、リユース、リサイクルの考案

・マニフェスト管理確認(現場)

・保管場所の確認

・遵守確認表の確認(現場)

水資源を大切に!! 水使用料の維持、削減 ・生活用水の節水(事務所)

(水道料削減） （前年以下） ・河川水利用による散水等

・環境法令等の遵守

・環境関連講習等への参加

・下請け会社に対する環境への取組参加促進

・環境に配慮した製品の優先使用

　　（資材・化学物質の成分及び使用量の把握)　

・環境ボランティアへの参加

・敷地内緑化の推進

省エネ！
減らそうCO²!!

しっかり分別！
リサイクル!!

（廃棄物排出量削減）

地域環境への貢献

紙使用量の削減

廃棄物処理法の遵守

（環境法令遵守・使用
資材・化学物質の理

解・地域貢献）

自然と共に
地域と共に

廃棄処分産業廃棄
物の抑制

電気使用料の削減

燃料使用料の削減

 

 



 

実施体制 
 

環境経営取組体制図 
 

協力会社現場入場者全社員

代表取締役　丸山悦二郎

環境管理責任者:神野仁

ea21事務局兼副環境管理責任者

事務所 現場代理人(現場事務所）

 
 

【各責任者及び実務事項】 

責 任 者 実　務　事　項

・環境経営に関する方針の制定・誓約をする。また、進行状況・取組状況の把握・評価・見
直しを行う。

・環境取組の方向性を明示し、活動計画を承認する。全従業員へ周知・徹底する。

・具体的な環境方針への取組に関する環境目標、環境活動の取組に関する具体的な事項を社
員に周知する。

・環境目標の達成状況の確認と是正処置・予防処置の指示をする。

・環境管理責任者における活動計画、活動実績を取りまとめ、代表者による見直し資料を作
成する。

EA21事務局 兼

・環境経営システムの取組・進行・改善問題等を環境管理責任者と共に検討し、資料等を考
案及び記録等を作成し、代表取締役社長に提示し、管理する。

副環境管理責任者
・事務所及び現場における環境活動に必要な計画・指示・教育訓練・指導を行い、活動計

画・実績を取りまとめる。

・現場ごとに必要な計画・指示・指導等を行い現場入場者へ周知・徹底する。

・各現場ごと、活動実績等のデータをまとめea21事務局に提出する。

全 社 員　及び

協力会社現場入場者

代 表 取 締 役

環境管理責任者

現 場 代 理 人

・経営方針・環境目標に定められた活動計画に従い、環境目標達成のための活動を実施す
る。

 
 

 

 

環境経営目標及び環境経営計画の 

実績・取組結果とその評価 
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2021 年９月～2022 年８月実績 

3

水使用量(㎥)

現場 事務所 現場 事務所 事務所

176343.8 13861.5 1360.00 4.00 65

174580.4 13722.9 1346.00 3.96 65

2021.9 10846.2 669.3 1690.00 0.50 -

2021.10 14132.8 1027.7 913.00 1.00 10

2021.11 19543.9 955.2 0.00 0.70 -

2022.12 23699.0 1922.2 2410.00 1.20 8

2022. 1 24673.1 2023.9 0.00 1.10 -

2022. 2 26448.4 2331.3 0.00 1.50 13

2022. 3 29171.0 1796.0 450.00 0.25 -

2022. 4 21984.3 636.3 0.00 0.50 10

2022. 5 13957.4 750.5 0.00 0.20 -

2022. 6 10518.9 475.3 338.00 1.00 8

2022. 7 9541.2 961.8 1152.00 0.70 -

2022. 8 11304.1 664.3 550.00 0.40 7

今年度計 215820.2 14213.8 7503.00 9.05

社全体計

達成率％ 80.9 96.5 17.9 43.8 116.1

56

実
　
　
　
　
　
績

2

最終処分廃棄物(㎏)

1

CO²排出量(㎏‐CO²)

№

項目・単位

部署

前年度実績

今年度目標

230034.0 7512.05

 
（中部電力 2019 年係数 0.462 ㎏‐CO²/ｋＷｈ使用） 

 
   

  実施項目                                     達成できた oｒ 達成できない 

事務所 現場

電気使用料の削減 ・不在時消灯の徹底ができた。

前年比１%削減 ・現場で積極的にソーラー式安全器具の使用をできた.

・エコドライブの意識向上を今後も心掛けたい。

燃料使用料の削減 ・増車と一人一車両移動によりｶﾞｿﾘﾝは増えた。

CO²排出量 (ｶﾞｿﾘﾝ･軽油・灯油) ・外部役職により遠方出張のためｶﾞｿﾘﾝが増えた。

前年比１%削減 ・排出ガス対策型建設機械の使用に心掛け良かった。

・裏紙活用、両面印刷、両面コピーの活用ができた。

・現場数やリモート資料出力により使用量は増えた。

廃棄処分産業廃棄物 ・現場内分別の指導はできている。

抑制  前年比１%削減 ・分別は徹底したが排出量は増えた。

・環境に配慮した資材購入を心がけた。

廃棄物排出量 ・予算内で事務用品のグリーン購入の購入に心がけた。

前年比１%削減 ・法的違反はなかった。

・コブリスの利用によりリサイクルの早期情報提出ができた。

水資源を大切に! 水道料の削減 ・散水、花壇水くれ等、積極的に河川水を利用した。

水道量前年以下 水道量前年以下 ・ｺﾛﾅ感染予防のため手洗い水の使用量が増えた。

・環境法令違反等はなかった。

・有害化学物質の使用はなかった。

環境法令遵守

地域貢献

・環境や田口とのゆかりのある事業への寄付行為等を通じて
地域貢献できた。

地域環境への貢献

自然と共に
地域と共に

使用資材・化

学物質の理解

グリーン購入の促進

廃棄物処分法の順守

・佐久市と締結しているアダプトシステム五稜郭公園ボラン
ティア清掃ができた。

達成基準
環境経営活動事項環境経営目標 評価・問題点・対策

しっかり分別!
リサイクル!!

減らそうCO²!!

省エネ！

紙使用量の削減

 
 

 

 



 

主な環境経営活動記録  
 

省エネ！減らそう CO²!!（CO²排出量削減） 

《事務所節電》

《安全・環境教育》 《低排気ガス重機購入》 《排出ガス基準適合重機使用》

電気使用量の削減　（前年比1%削減）

燃料使用量の削減（ガソリン・軽油・灯油）

《現場ｿｰﾗｰ電気製品使用》

表示状況

 
 

 

しっかり分別！リサイクル!!（最終処分廃棄物排出量削減） 

現場ゴミ分別の徹底 現場発生産業廃棄物 グリーン購入法

《分別表示ゴミ箱設置》 《処理施設の確認　》 《グリーン購入法適合商品の購入》

廃棄処分産業廃棄物の抑制

 
 

 

水資源を大切に!!（水道料削減・汚水の管理） 

節水

                    節水表示 汚物浸入対策敷鉄板 機械ﾎｰｽ汚水処理

水道使用量の削減・汚水対策

現場汚水対策

 
 

 

 



 

自然と共に 地域と共に（環境法令遵守・地域貢献・その他の活動） 

《過積載防止対策》 《社内環境・安全パトロール》 《騒音対策・防音シート》

緊急事態訓練

《AED使用訓練》 《工事掲示板》 《現場ﾊｳｽ内》

《緑の基金》 《日本赤十字社》 《田口小新聞掲示板》

《伐採木の薪材提供》

法令遵守

地域貢献・コミュニケーション

《佐久市アダプトシステム五稜郭公園ボランティア清掃》

ｴｺｱｸｼｮﾝ２１現場掲示

《
社
内

ポ
ス

タ
ー

掲
示

》
 

 

 



長野県ＳＤＧｓ推進企業情報サイトより 

第５期№410  

株式会社丸山工務店  

建設業 

 

当社は社会資本整備事業等の建設工事施工を通じて、エコアクション２１やＩＳＯ４５００１の活動を行って参

りました。それらの活動で当社が掲げる 『自然と共に 地域と共に』の精神は、まず自分達が恵まれた自然環

境の中で健康に働くこと。それらの自然環境を守りながら、安全に質の高い仕事をすること。その結果社会か

らの信用を得、経済成長につながり、より良い雇用条件や雇用環境が生まれ、地域と共に発展していく。とい

う思いが込められています。 ＳＤＧｓ活動のゴールはそれらの活動の延長上にあると考えます。今まで積み重

ねてきた存続基盤を強固なものにすると共に、未開発の分野や地域へと目を向けていけるゆとりを求めて、 

今後ＳＤＧｓ活動を推進していきたいと思います。ＳＤＧｓの達成と目標を全社員が自覚し、それぞれの役割を

それぞれが果たすことによりＳＤＧｓの達成に貢献して参ります。 

 

SDGＳ達成に向けた経営方針等 

当社の安全衛生のスローガン『自分の仕事に責任を持ち、周囲の状況把握を常に行い、安全施工を遵守

する』やエコアクション 21 に掲げる基本理念『当社は地球環境問題の改善に取り組むことが人類共通の重

要課題であることを認識し、積極かつ能動的な姿勢を保つことをめざし、建設業を通じて法令順守のもと、

自然と共に地球環境の保全と地域社会への貢献を目標として活動する』は SDGｓの達成と目的を同じくする

ものであり、全社員が自覚し、それぞれの役割を果たすことにより SDGｓの達成に貢献していきます。 

 

 

 

独自の取組 

 

 

 

日本で海から一番遠い地点の佐久市田口には日本赤十字社の創業者大給恒氏が城主で日本に二つし

かない星形の龍岡城五稜郭や佐久の総社新海三社神社があります。当社の取組といたしまして、継続的に

日本赤十字社長野支部への赤十字活動資金に協力しております。また佐久市アダプトシステム事業協定と

して五稜郭公園のボランティア清掃を年間を通して行っております。そして新海三社神社を訪れる人達の目

を楽しんでいただけるよう当社隣接沿道への花壇の植栽を行っており、地域の方々にも喜ばれております。当

社は地元地域を大切に想い、活動しております。 

 

 

重点的な取組１  

 

良好な品質で安全に、顧客

満足度の高い工事を施工し

ます。 

 

重点的な取組２ 

 

男女若年労働者の雇用 

重点的な取組３ 

 
エコアクション２１に掲げる環

境経営活動の継続。 

 



 
 

環境関連法規等の順守状況の確認及び 

評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 
 

法規制等の名称 内容及び要求事項 遵守状況 

廃棄物処理法 一般廃棄物及び産業廃棄物の管理 〇 

建設リサイクル法 対象工事の届出、再資源化等の実施、報告、記録の作成 〇 

建設副産物適正処理推進要綱 再生資源利用計画書及び同実施書の作成、報告 〇 

建設機械に関する技術指針 排ガス対策型建設機械の使用義務 〇 

騒音規制法 対象特定建設業の届出、規制値の順守 〇 

振動規制法 対象特定建設業の届出、規制値の順守 〇 

大気汚染防止法 対象特定建設業の届出、作業基準、石綿飛散防止対策 〇 

水質汚濁防止法 知事への届出、排水基準測定の実施、記録 〇 

河川法 届出、沈砂池等設備の設置 〇 

消防法 軽油、灯油の指定数量保管の届出、基準 〇 

労働安全衛生法 安全衛生責任者、作業主任者の選定 〇 

悪臭防止法 悪臭の生ずるものの焼却の禁止 〇 

道路交通法 過積載の禁止 〇 

ﾌﾛﾝ排出抑制法 フロン類の回収確認 〇 

  〇 

当社における環境関連法規は前表の通りで、２０２２年８月に確認し、問題はありませんでした。 

過去３年間、関係当局からの違反等に関する指摘はありません。また、現在も環境関連法規の 

違反、訴訟および苦情はありません。 

 

代表者による全体の評価と 

見直し・指示 
 

項　　目 評価（2022.12.28） 見直し 目標達成

環境経営方針 ・４項目環境経営方針は要件を満たしているも
のと判断する。

現在のところ見直す
必要はない。 〇

・コロナ禍で手洗い等健康管理優先ではある
が、節水・節電等心掛けられた。

・例年通りアダプトシステム五稜郭ボランティア
清掃を実施し、公園環境の維持の社会貢献
ができ良かった。

・人員不足のため、工事完了時の混合産業廃
棄物の量が増えているので、減少を目標に掲
げ、分別仕訳の徹底を積極的に取り組んでい
く。

環境経営活動計画 ・今後も負担なく進めていきたい。 現在のところ見直す
必要はない。 〇

現在のところ見直す
必要はない。

〇

環境経営目標

・環境対応の車両の導入と共に、コロナ禍で現
場への単独車両移動など、車の使用率が増し
ているのと社外機関役職等により遠距離会議
が増えたことから燃料の使用量は増えてしまっ
ているが、事務所、現場共にエコドライブの実
施はできていて良い。

 
令和元年１０月に襲来した台風１９号の災害復旧工事はほぼ完了したが、コロナウィルス感染予防 

のため、昨年同様の経営活動となった。コロナ禍の中での活動は抑制され、燃料・水などウィルス予防 

のため使用料も増加し、ウクライナ情勢による価格高騰など環境経営活動、環境保全活動の成果が 

出にくい時勢となったが、今後も自社で出来る工夫を考え、自然と共に地域と共に発展していけるよう 

活動してまいります。 

２０２２年１２月２８日                        

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


